
                                             

南小だより   

【学校教育目標】   

やさしく（徳） かしこく（知） たくましく（体） 

【７月の生活目標】 

     丁寧な言葉づかいをしよう
 

「魚」ではなく「釣り方」を、「答え」ではなく「考え方」を 

子供たちが登校する朝、登校指導の一環で学校近くの横断歩道に立つことがあります。ある日のこと、信

号が青に変わっても、子供たちがなかなか渡り出そうとしません。私が「渡るよ。」と声をかけると、子供たちは

気付いたように渡り始めました。 

最初は、慎重に行動できているのだと思っていました。しかし、何度か同じ場面に遭遇するうちに、あること

に気付きました。子供たちは信号を見ているのではなく、私の合図を待っているのではないかということです。 
 

─「魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えよ」─ 

魚を与えることは、その場の空腹を満たすことができます。しかし、魚の釣り方を身に付ければ、これから先、

自分の力で生きていくことができるという意味の言葉です。 
 

私がしていたことは、まさに「魚を与える」ことだったと気が付きました。それからは、

「信号は何色かな。」「自分たちで信号を確かめて渡ろう。」など、自分で見て、考え

て、行動するための問いかけをするよう心掛けています。 
 

子供たちの毎日には、同じような場面がたくさんあります。友達との関わりの中でどう行動するか迷うとき、

生活のきまりや約束を確かめるとき、学習の中で何を手がかりに考えればよいか迷うときなどです。そのたび

に私たち大人がすぐ答えを出してしまえば、その場は早く収まるかもしれません。しかし、それでは「魚」を渡し

ているだけです。 

大切なのは、少し立ち止まり、「どう考えたらよいかな。」「何を見れば分かるかな。」と問いかけることでは

なでしょうか。時間はかかりますし、遠回りに見えることもあります。しかしその積み重ねこそが、自分で考え、

判断し、行動できる力を育てるのだと考えます。 

もちろん、すべてを子供任せにするわけではありません。危険なとき、いじめにつながるとき、子供だけでは

乗り越えられないときには、大人が責任をもって関わらなければなりません。しかし一方で、子供が自分で考

えられる場面では、できる限りその機会を大切にしてほしいのです。 
 

保護者の皆様におかれては、子供自身が考え、行動しようとする言葉かけを、引き続き大切にしていただけ

れば幸いです。地域の皆様におかれては、登下校時の見守りや日々の声かけの中で、子供たちが自分で考

え、行動する姿を、温かく支えていただければありがたく存じます。 

学校、家庭、地域が同じ願いをもち、子供たちに「魚」を与えるだけでなく、「釣り方」を身に付けられるよう

にしていくこと。その積み重ねが、子供たちが自分の力で未来を切り拓く力につながっていくと信じています。 

引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

令和８年６月 30 日(火) 第４号 

校 長  河野 裕一 

学び合い 認め合い 高め合う学校 ～子ども、学校、家庭・地域がつながる南小～ 

本記事やその他について、ご意見やご感想がありましたら、以下の URLにアクセスするか、 

二次元コードを読み取ってご記入ください。お待ちしております。https://forms.gle/CGjqH7xA3Z5PDoe28

https://forms.gle/CGjqH7xA3Z5PDoe28
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学校ホームページでも学校の様子を随時掲載しております。「お気に入り」等に 

ご登録いただき、ご覧ください。https://minamies.edumap.jp/ 

 

 

 

本校では、学校教育目標の具現化に向けて、子供たちや教職員一人一人が互いに「学び合い、認め合い、

高め合う学校」を目指しています。今年度は特に「つなぐ」をキーワードに、子ども、学校、家庭・地域がつながる

ことを重点とし、教育活動を展開していきます。今年度の学校経営方針（グランドデザイン）をご紹介します。 

 

 

学校運営協議会とは、保護者、地域住民、学校職員

等で構成され、学校と地域社会が連携・協働し、よりよ

い学校運営を目指すための合議制の機関です。 

具体的には、学校が提示する学校経営の基本方針

等について、委員の皆様からご意見をいただきます。こ

のことにより、学校運営に多様な視点が取り入れら

れ、地域の実情や保護者の皆様のニーズに応じた教

育活動の展開を目指しています。委員の皆様は、それ

ぞれの立場からの知識や経験を活かし、活発な議論

を通じて学校運営の改善に貢献してくださっています。 

 

坂戸市教育委員会から委嘱された今年度の委員

の皆様をご紹介します。 

・□□ □□ 様（千代田地域交流センター所長） 

・□□ □□ 様（日本栄養大学専任講師） 

・□□ □□ 様（民生児童委員） 

・□□ □□ 様（民生児童委員） 

・□□ □□ 様（民生児童委員） 

・□□ □□ 様（学校応援団・交通指導員） 

・□□ □□ 様（坂戸市立坂戸中学校長） 

・□□ □□ 様（坂戸市立千代田中学校長） 

・□□ □□ 様（本校 PTA会長） 

下校時の熱中症対策として本校 PTA より冷凍庫を購入していただき

ました。子供たちは必要に応じ、冷却用品を冷凍庫に保管し、下校時に

活用しています。冷凍庫使用における留意事項等については、６月１９日

（金）に配信のすぐーるをご確認ください。 
 

学校経営方針（グランドデザイン） 

学校運営協議会 

熱中症対策 

について 

https://minamies.edumap.jp/

